
 

Data Pumpエクスポート 
 

 

 

ヘルプの表示 

expdp  help = y 

impdp  help = y 

 

 

１．Data Pumpによるエクスポートの実施方法 

［データ移動］タブ → 行データの移動・セクションの「エクスポート・ファイルへ

のエクスポート」 

 

「エクスポート・タイプ」画面 

エクスポートの対象範囲を選択する（ データベース or スキーマ or 表 or 表領域 ） 

ホスト資格証明欄に、OS側のユーザー名とパスワードを入力する 

 続 行  をクリック 

 

ステップ 1／4  「エクスポート：オプション」画面 

ログファイルについて、生成の選択（☑）をチェックします 

ログファイルについての出力先のディレクトリ・オブジェクトとファイル名を指定

します 

 次 へ  をクリック 

※ この画面で、 ただちにディスク領域を見積り  ボタンをクリックするこ

とにより、必要な空き領域の容量が見積もれます 

 

ステップ 2／4  「エクスポート：ファイル」画面 

エクスポート出力するファイルについて、出力先のディレクトリ・オブジェクトと

ファイル名を指定します 

 次 へ  をクリック 

 

ステップ 3／4  「エクスポート：スケジュール」画面 

このジョブをスケジュールするために、ジョブ名と開始日時を入力します 

 次へ  をクリック 

 

ステップ 4／4  「エクスポート：レビュー」画面 

エクスポートで設定を行った内容が表示されます 

 ジョブの発行  をクリック 

 

「処理中」画面が表示されます 

 

しばらくすると、「確認」画面が表示されメッセージが確認出来ます 

「ジョブの名前」をクリックするとジョブが開いて、エクスポートについての結

果内容が表示できます 

 

 


